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今日の南中給食

五平もちとは、お米をつぶしたものを串に巻きつけ、タレをかけて
くし

焼いたもので、岐阜県をはじめ、愛知県や長野県などの山間部に
ぎ ふ け ん さんかんぶ

伝わる伝統料理です。味は味噌だれ、しょうゆだれなど、
み そ

形はわらじ型、丸型など地域によって様々な違いが楽しめます。
まるがた

米が貴重だった江戸時代中期頃は、祭りなどのハレの場などで
きちょう え ど じ だ いちゅうきごろ

食べられていました。当時は大人から子どもまで、そして時には

客人も巻き込みながら、みんなで「五平もち」を作って楽しんでいた
きゃくじん

そうです。現在では手軽な軽食として、さまざまなシチュエーション

で食べられています。

メニュー

・豊作うどん
ほうさく

・五平もち
ご へ い

・ひじきのぴりっとサラダ

・牛乳

五平もちとは？

調理さんが１個１個丁寧

に作って下さいました！

本日、台拭き回収日です。

忘れずに、返却して下さい！！


